
 
 

平成 18 年７月 26 日 
                          問い合わせ先 

大阪市都市再生・プロモ－ション本部 
事業推進課長 舟越、渡部、辰巳 

電話 06－6208－7837～9 
 

「都市再生重点産業立地促進助成制度」の助成対象決定 
並びに｢大学特例｣助成制度の制度化について 

～旭硝子 PDP ガラス基板加工工場、京セラミタ R&D センター～ 

 

 大阪市では、このたび、外部有識者からなる｢都市再生促進助成制度審査会｣の意見を受けて、市

内に立地予定の２事業所に対して都市再生重点産業立地促進助成制度の対象とすることを決定

いたしました 
助成対象として決定したのは、本年 6 月に大阪市の産業集積促進地域（住之江区平林北地区）

に立地決定をされた旭硝子株式会社の新工場で、助成制度の｢大型特例｣適用第 1 号となります。 
旭硝子の新工場は、PDP（プラズマ・ディスプレイ・パネル）用ガラス基板の大幅な需要増

加と大型化に対応するために、大型ガラス基板の切断・端面処理、ITO 成膜などを行う加工工

場です。適用する「大型特例」助成制度は、市長が定める産業集積促進地域（住之江区平林北

地区）に進出する、IT・ナノテク等の先端産業で投資額 300 億円以上の製造業について、建物・

設備費の５％（限度額 30 億円）を助成するもので、平成 17 年 4 月に制度を創設したもので

す。 
もう一件は、京セラミタ株式会社が本社敷地（中央区玉造 1 丁目）に建設する製品開発や研

究開発等の強化を目的としたR&Dセンター（研究開発棟センター）で、助成制度の「基本型」

の適用対象とすることを決定しました。 
この「基本型」の助成制度は、医療・福祉、生活文化、情報通信など本市の定める重点産業

分野に属する事業者が、1,000 ㎡を超える事業所を市内に新たに建設し、開設する場合に、建

物・設備費の５％（限度額 3 億円）を助成するものです。平成 16 年 4 月に創設し、これまで

に咲洲コスモスクエア地区に進出予定の「学校法人森ノ宮医療学園」を助成対象として本年２

月に決定しており、京セラミタが制度発足以来 2 番目の助成対象となりました。 
 
 また、新たに本市の都市再生に資する創造的な人材の育成を図るため、大阪の都心部（都市再

生緊急整備地域内）に新たに設置する大学等に対して、賃料または設備投資額の一部を助成する「都

市再生重点産業立地促進助成制度－大学特例」を制度化しました。この制度により、IT、ロボ

ットなどの先端産業の振興やアジアとのビジネス交流の拠点づくりに直結するような、特色あ

る社会人大学や海外の大学のサテライト校などの大阪への進出を促し、都市再生に必要不可欠

な、新たな分野に挑戦する人材やビジネスが生まれる拠点づくりを促進します。 
 



 
《参 考》 
・助成対象事業所の概要（別紙１） 
  ①旭硝子株式会社関西工場大阪事業所（仮称） 
  ②京セラミタ株式会社 R&D センター 
・都市再生重点産業立地促進助成制度の大学特例の概要（別紙２） 
・都市再生促進助成制度審査会の概要、同審査会設置要綱（別紙３） 
・会社概要（別紙４） 
・助成制度チラシ



（別紙１－１） 
 

①旭硝子株式会社関西工場大阪事業所について(概要)    
 
名   称 旭硝子株式会社 関西工場 大阪事業所(仮称) 

（代表者：代表取締役社長 門松正宏） 

 

本社住所 東京都千代田区有楽町１丁目１２番１号 

 

概   要 設  立： 1950 年 6 月  

 

事業目的： 

  PDP(プラズマディスプレイパネル)製造メーカーにガラス基板及び ITO パターニ

ング付ガラス基板を供給すること。 

（現有設備では生産能力が不足する見込みとなったため、その不足分を補うととも

に、これまで生産設備を保有していない大型 IT0 パターニング付基板の生産拠点

を建設し、市場拡大に対応することを目的とする。） 

 

事業内容：  

  ガラス基板および ITO パターニング付ガラス基板の製造 

 

業務内容： 

  産 業 分 野 ： 情報通信機器、映像機器、電子部品等の製造業 

  建設予定地 ： 大阪市住之江区平林北 1 丁目 

用   地 ： 賃借 

建 設 形 態 ： 新築 

構   造 ： 地上 2 階 鉄骨造 

着   工 ： 平成 18 年 8 月 

事 業 開 始 ： 平成 19 年 5 月（予定） 

  延 床 面 積 ： 約 75,000 ㎡ 

  常用雇用者 ： 300 人 

総 事 業 費 ： 約 363 億円 

助成対象経費：約 345 億円 

   

 

                   
 



（別紙１－２） 
②京セラミタ株式会社Ｒ＆Ｄセンターについて(概要) 
 
名   称 京セラミタ株式会社 Ｒ＆Ｄセンター 

（代表者：京セラミタ株式会社 代表取締役社長 関浩二） 
 

本社住所 大阪市中央区玉造 1 丁目 2 番２８号 
 

概   要 設  立：1948 年 7 月 三田工業株式会社 
     2000 年 1 月 京セラミタ株式会社へ社名変更  
     2002 年 4 月 京セラ㈱のプリンタ事業を統合 
事業目的： 

で これまで本社近隣４拠点で行っていた商品化設計・画像処理開発・プロセス

開発・ソフト開発などの画像情報通信機器の開発を集約することで効率化を

図るとともに、5 年後・10 年後の要素技術に関する研究開発までを一元的に

行っていく。これにより研究開発・製品開発を強化し、市場ニーズの変化に

迅速に対応し、生産性向上をめざすことを目的とする。 

事業内容： 
・既存製品の性能向上、技術ノウハウの蓄積、要素技術や開発手法の研究開発

を行う。 
・プリンタや複合機の開発で蓄積された技術をもとに、画像情報通信技術関連

の新規分野に参入するための製品開発を行う。 
・次世代向けの新しい画像情報通信技術の開発、電子写真技術に代わる新しい

システムの開発など、要素技術の研究開発を行う。 
 
業務内容： 

産 業 分 野 ： 情報通信 
  建設予定地 ： 大阪市中央区玉造 1 丁目 

用   地 ： 自社所有地 
建 設 形 態 ： 増築 
構   造 ： 地上 20 階 地下 1 階 鉄骨造 

  着   工 ： 平成 18 年８月 
  事 業 開 始 ： 平成 20 年 4 月（予定） 
  延 床 面 積 ： 約 24,500 ㎡ 
  常用雇用者 ： 1,005 人 

総 事 業 費 ： 約 80 億円（現在確定額約 60 億円） 
助成対象経費： 約 49 億円 

 






